
7 　
さっぽろ市
02-N02-23-286
R5-2-190

060-

8611 
 

011-
 -

う
よ
め
高
を
心
関

え
伝
を
報
情
の
策
対
震
地
で
ど
な
板
示
掲

う
そ
や
増
を
材
人

う
よ
し
を
練
訓

る
す
認
確
に
的
期
定

に
切
大
を
り
が
な
つ
ら
か
ろ
ご
日

ま
き
お
て
し
認
確
を
ど
な
応
対
の
へ
人■こんな取組も（活動の例）

●住まいの防災設備を知る
　・防火設備や給水設備、防災倉庫などを見学する
●いざという時の行動を考え学ぶ
　・応急手当やAEDの操作方法を訓練、学習
　・災害図上訓練 (DIG) を行う
●助け合いのできる関係づくり
　・住民の特技や技能を把握する
　・支援が必要な人に申し出をしてもらう
　　（普段からの見守りを心がける）
　・日常の交流の機会をつくる
●共同で防災資材や備蓄の準備
　・お祭り等の際に活用（点検）する
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高層階になるほど危険！
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意
注
に
れ
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き
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層
高

動
移
・
倒
転
の
具
家

す
ま
り
あ

散
飛
の
ス
ラ
ガ

の
」
助
自
「
る
守
で
分
自
は
身
の

■室内の安全確保

家具には転倒防止
の突っ張り棒、ガ
ラスの飛散防止
フィルム、開き戸
の留め具などの対
策を考えましょう。

る
い
て
し
布
配
で
所
役
区

料
資
の
災
防

「
さ
っ
ぽ
ろ
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

1 　　2

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
と
き
や
、
緊
急

地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
と
き
は
、
丈

夫
な
机
の
下
な
ど
で
揺
れ
が
お
さ
ま
る

の
を
待
ち
ま
す
。

特
に
、
高
層
階
は
よ
り
大
き
く
揺
れ
、

※

長
周
期
地
震
動
が
発
生
す
る
と
揺
れ

が
非
常
に
長
く
続
く
た
め
、
注
意
が
必

要
で
す
。

※

長
周
期
地
震
動

周
期
（
揺
れ
が
1
往
復
す
る
の
に
か
か
る
時
間
）

が
長
い
大
き
な
揺
れ
。

規
模
の
大
き
な
地
震
で
発
生
し
や
す
く
、
遠
く
ま

で
弱
ま
ら
ず
に
伝
わ
る
。

堆
積
層
が
厚
い
石
狩
平
野
な
ど
で
は
揺
れ
が
増
幅

さ
れ
、
大
き
な
影
響
が
出
や
す
い
。

災
害
に
関
す
る
知
識
や
事
前
の
備
え
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

想
定
し
得
る
最
大
級
の
地
震
が
起
き
た
場
合
の
揺
れ
の

強
さ
、
液
状
化
の
危
険
度
、
建
物
の
全
壊
率
を
予
測
し

た
結
果
を
示
し
た
マ
ッ
プ
で
す
。

地震で家具が転倒・落下・移動す
ると、けがや火災の原因となるだ
けでなく、出入口付近の家具が扉
を塞ぎ、避難の障害となる可能性
があります。
けがや障害物により自力で家から
脱出ができなくなると、火災に巻
き込まれたり、真冬には低体温症
で命を落とす危険があります。

東日本大震災発生後に東京消防庁が実施したアンケート調査
では、高層階になるほど、家具類が転倒・落下・移動※している割
合が多くなる結果となりました。
これは、長周期地震動が一因と考えられています。

（平成23年東京消防庁調べ）（平成23年東京消防庁調べ）

※「移動」とは、
　家具類が転倒せずに概ね
　60cm動いた場合をいう。

（東京消防庁「家具類の転倒・
落下・移動防止対策ハンド
ブック」より）

今後発生が予想されている日本海溝・千島海溝の巨大地震でも、

エレベーターに
乗っている時に
大きな揺れが来た

高層マンションでは長周期地震動の影響が考えられます。

全ての階のボタン
を押し、最初に停
止した階で降りる。
閉じ込められたら、
非常呼び出しボタ
ンで助けを求める。

※分かりやすくするため
　揺れを誇張しています。

都内における階層別の家具類の転倒・落下・移動発生割合

予想
想定し得る最大級の
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■地震災害の教訓から

マンションで地震が起こったら、
お隣同士が助け合って生活を続け
ます。ある管理組合では、次のよ
うな対応を行いながら生活を継続
し、建物の再建を行いました。

▶玄関が開かない家がないか、け
が人がいないかをチェックする
ため全戸を見回った。

▶エレベーターの運行を停止しよ
うとしたが、人が閉じ込められ
ていたことがわかり、救援の連
絡をした。

▶高架水槽が損壊し、生活用水が
ストップ。近くの中学校から皆
でバケツやポリ容器で水汲みに
行った。相当な重労働だった。

つ
断
を
元
の
火

す
ま
り
切

し
ま
す
。

はを

ら
た
出
が
火
し
も

ま
し
火
消
で
ど
な
器
火
消
て
い
着
ち
落

す
ま
し
難
避
で
勢
姿
い

■初期消火が大切

大規模な災害の時には、消防車がすぐにか
けつけてくれるとは限りません。有効な初
期消火の方法は

・消火器を使う　・バケツなどで水をかける

防火戸は延焼を食い止める設備です。周辺
に作動のさまたげになるものを置かないよ
うにしましょう。

■トイレに水を流さない

か
い
な
い
が
人
る
い
て
れ
ら
め
込
じ
閉

ま
る
れ
さ
認
確
が
全
安
り
わ
終
が
検
点

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

用
使
で

る
す
難
避
て
い
着
ち
落

ん
せ
ま
り
あ
は
要
必
う
か
向
へ

援
支
の
難
避
と
認
確
否
安

す
ま
し
動
行
て
し
力
協
で
人
数
複

即
に
害
被
る
い
て
き
起
で
前
の
目

▶地下貯水槽を一部改造し、飲料水
をくみ出した。高齢者や体力のな
い人の手助けをして水を運んだ。

▶お互いに協力しあうことで、次
第に住民同士のコミュニケー
ションが活発になった。

▶緊急対策の様子や行政の対応内
容を掲示したり、情報をまとめ
た広報紙を作って掲示した。

▶緊急理事会を開いて、被害状況
を報告し、マンションの復興計
画について検討を始めた。

▶緊急総会で震災復興工事を決定
し、工事を行った。

3 　

　6

　4

ば
し
ま
す
。

停電が発生すると、給排水ポンプが使えず
トイレの排水ができなくなる場合がありま
す。断水していなかったとしても、配管が
損傷し、上層階の住民が流した汚水が下階
で溢れたり、逆流したりする可能性があり
ます。配管の不具合がないことが確認でき
るまでは、トイレに水を流さず簡易トイレ
を使うようにしましょう。

家具が転倒して下敷き
になっている人がいる
家具が転倒して下敷き
になっている人がいる

大半は復旧に　　　日かかりました。
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建
物

る
す
握
把
を
害
被
の

な
る
す
に
止
禁
入
立
は
ろ
こ
と
る
あ
が
障

す
ま
し
を
置
処
急
応
ど

認
確
を
応
対
の
物
建
に
期
早

し
話
る
め
決
を
針
方
の
等
修
補
の
後
今
や

す
ま
め
始
を
い
合

活
生
で
室
会
集
や
宅
自

が
搬
運
の
水
料
飲
や
動
移
め
た
の
階
層
高

す
ま
し
討
検

■自宅での生活を想定する

大きな災害が起こると、多くの人が小・中学校（体育館）
などに避難します。過去の災害では、プライバシーやトイ
レ、寒さなどの問題で、不自由な生活を余儀なくされまし
た。建物の被害がない場合は、自宅での生活を想定してお
きましょう。

切
大
が
有
共
の
報
情

す
関
に
援
支
も
ら
か
ど
な
所
場
難
避
的
公

す
ま
し
集
収
を
報
情
る食

す
で
要
必
も
策
対
犯
防
の

理
管
の
み
ご
な
的
生
衛

市

時
に
で
ま
る
す
化
常
正
が
集
収
み
ご
の

よ
る
て
保
に
的
生
衛
が
所
積
集
み
ご
の
同

す
ま
し
理
管
う

難
避
は
き
と
い
し
難
が
住
居

す

の

ま
し
難
避

【救出、消火】バール、ハンマー、金のこぎり、ペンチ、
　　　　　　  スコップ、救助用ロープ、脚立、二連はしご、
 　　　　　　 バケツ、散水ホース、革手袋、ヘルメット、
　　　　　　  防塵マスク

【手　当　て】医薬品、衛生用品、タオル、毛布、包帯、
　　　　　　  三角巾、担架

【建物の補修】ベニヤ板、掃除道具、立ち入り禁止ロープ、
　　　　　　  ブルーシート、砂袋、防水テープ

【避 難 生 活】懐中電灯、乾電池、トランシーバー、拡声器、
　　　　　　 発電機、テント、台車、リヤカー、投光器、
　　　　　　 簡易トイレ、暖房器具、炊飯道具（鍋、お玉、
  　　　　　   缶切り、簡易食器）燃料、ポリタンク、マッチ、
　　　　　　 ライター、カセットコンロ、ラジオ、食料、 
　　　  　　　飲料水、ごみ袋

■水運びは重労働　水対策が大切

熊本地震の際に、自宅マンションで避難生活を送った人た
ちは、エレベーターや水道が長期間使用できず、毎日階段
を使って水を運び、大変な思いをしたそうです。

一般的に、飲料水の備えは最低３日分といわれますが、で
きるだけ多めに備えましょう。また受水槽の水を活用でき
る場合は、容量や取水の操作方法などを事前に確認してお
きましょう。
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かかると想定されます。（阪神・淡路大震災では90日間）
復旧まで、各家庭での備え（自助）と、マンションみんなで協力すること
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　・防火設備や給水設備、防災倉庫などを見学する
●いざという時の行動を考え学ぶ
　・応急手当やAEDの操作方法を訓練、学習
　・災害図上訓練 (DIG) を行う
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●共同で防災資材や備蓄の準備
　・お祭り等の際に活用（点検）する
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